
儲
け
る
基
盤

(

農
業
ブ
ラ
ン
ド)

を
確
立

す
る庄

原
市
の
農
業
の
足
腰
を
強

く
し
、
市
民
が
儲
け
る
農
業
を

実
現
す
る
た
め
に
、
庄
原
農
業

の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ
と

が
課
題
の
一
つ
で
す
。｢

地
域

ブ
ラ
ン
ド｣

は
、
地
域
の
特
徴
、

伝
統
を
生
か
し
、
際
立
た
せ
、

統
一
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
で

す
。

庄
原
市
の
農
業
の
特
徴
と
し

て
、
広
大
な
農
地
・
林
地
が
あ

る
こ
と
、
和
牛
改
良
・
飼
養
が

盛
ん
な
こ
と
、
農
地
が
標
高
約

２
０
０
〜
７
０
０
ｍ
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
、
第
２
種
兼
業
農

家
が
約
８
割
い
る
こ
と
の
４
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
４
つ

を
生
か
し
た
農
業
の
体
系
を
作

り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
庄

原
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、

市
民
の
儲
け
る
農
業
の
基
盤
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
耕
蓄
連
携
な

ど
に
よ
り
地
域
か
ら
出
て
く
る

も
の
を
地
域
で
活
用
す
る
循
環

型
農
業
の
し
っ
か
り
し
た
仕
組

み
を
作
り
、
地
域
全
体
が
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
他
に
な
い

庄
原
ら
し
い
特
徴
の
あ
る
農
業

ブ
ラ
ン
ド
が
形
成
さ
れ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
う
し
た
仕
組
み
に

よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
土
づ

く
り
を
行
い
、
土
地
利
用
型
農

業
に
よ
っ
て
広
大
な
農
地
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
標
高
差
を
利
用

し
た
農
業
、
山
菜
販
売
、

産
直
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
っ

た
隙
間
す
き
ま

農
業
へ
の
取
り
組

み
を
強
め
る
こ
と
も
、
庄

原
市
の
条
件
に
適
し
て
お

り
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の

有
力
な
手
段
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
安
定

し
た
複
合
経
営
の
多
様
な

基
盤
が
形
成
さ
れ
、
専
業

農
家
か
ら
兼
業
農
家
ま
で

を
含
む
、
老
若
男
女
そ
れ

ぞ
れ
の
市
民
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
儲
け
る
農
業
基
盤
、

す
な
わ
ち
庄
原
農
業
ブ
ラ

ン
ド
が
確
立
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
・
農
林
振
興
公
社
と

ス
ク
ラ
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
を
通

し
て
、
Ｊ
Ａ
へ
の
批
判
の
反
面
、

Ｊ
Ａ
が
持
つ
力
、
Ｊ
Ａ
に
対
す

る
期
待
の
大
き
さ
を
知
り
ま
し

た
。
本
市
農
家
の
約
８
割
は
、

兼
業
の
小
規
模
農
家
で
あ
り
、

個
人
で
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
、

魅
力
的
な
新
規
作
物
の
導
入
を

行
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
難
く
、

小
規
模
農
家
に
と
っ
て
、
農
家
、

集
落
が
手
を
つ
な
ぎ
、
生
産
、

販
売
を
協
同
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
農
業
を
庄
原
市
経
済

の
基
盤
に
す
る
た
め
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
Ｊ
Ａ
の
協
力
が
必
要
で

す
。し

か
し
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
は
大

き
く
、
強
固
な
も
の
で
あ
る
が

ゆ
え
に
機
動
力
に
欠
け
る
面
が

あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
産
直
、

山
菜
販
売
、
漬
物
な
ど
の
加
工

品
づ
く
り
な
ど
の
隙
間
農
業
と

も
い
え
る
分
野
に
つ
い
て
は
、

軽
快
に
動
け
る
組
織
の
方
が
有

利
で
す
。
幸
い
、
㈱
庄
原
市
農

林
振
興
公
社
が
設
立
さ
れ
、
産

直
支
援
、
山
菜
販
売
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
の
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
、
㈱
庄
原
市
農
林
振
興

公
社
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
専

業
農
家
か
ら
小
規
模
農
家
ま
で
、

庄
原
市
全
体
に
き
め
細
か
い
目

配
り
を
し
、
儲
け
る
ネ
タ
を
探

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い

け
ば
、
必
ず
道
が
ひ
ら
け
る
と

思
い
ま
す
。

行
政
は
流
通
ル
ー
ト
開
拓
、

販
売
、
商
品
開
発
な
ど
の
現
場

の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
・

県
の
施
策
の
活
用
、
企
画
・
仕

組
み
づ
く
り
、
調
整
す
る
能
力

に
は
長
け
て
い
ま
す
。
行
政
、

Ｊ
Ａ
、
㈱
庄
原
市
農
林
振
興
公

社
、
企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
活
か
し
連
携
す
れ
ば
、
庄

原
市
農
業
の
未
来
は
明
る
い
も

の
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
、

農
村
集
落
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
い
う
強
い
思
い
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご

意
見
や
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広報しょうばら 2007.07�

庄
原
市
の
実
態
に
あ
っ
た

農
業
施
策
が
必
要

庄
原
市
は
、
広
大
な
農
地
・

里
山
、
変
化
に
富
ん
だ
気
候
条

件
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
農
業
は
、
産

業
別
の
生
産
額
で
み
る
と
小
さ

い
で
す
が
、
兼
業
農
家
も
多
く
、

全
世
帯
の
約
８
割
が
農
業
に
関

わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
農
業

技
術
の
蓄
積
を
考
え
る
と
庄
原

市
の
全
産
業
を
下
支
え
す
る
基

盤
産
業
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
・

輸
入
自
由
化
に
よ
る
農
産
物
価

格
の
低
迷
な
ど
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

19
年
度
か
ら

｢

新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画｣

に
よ

り
、
国
の
農
業
施
策
は
全
農
家

を
対
象
と
し
て
い
た
も
の
か
ら

特
定
の
担
い
手
だ
け
を
対
象
と

す
る
も
の
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
庄
原
市
の
よ
う
な
小

規
模
農
家
が
多
い
地
域
に
と
っ

て
、
そ
の
実
態
か
ら
か
け
離
れ

た
政
策
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
庄
原
市
独
自

の

｢

農
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

庄
原
市
の
基
幹
産
業
は
農
業

で
あ
り
、
庄
原
市
の
農
業
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
農
業
に

よ
っ
て
継
続
的
、
安
定
的
な
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
地
域
の
長
期
的
な
維
持

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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市が策定した ｢みどりの環
わ

｣ 経済戦略ビジョン・幸せ倍増計画は､ 庄原市の ｢強み・強い分野｣
である農村・農林業資源を経済の背骨にした域内経済循環を作り出し､ 市民所得の向上につなげ､
安定した安心の暮らしを実現しようとするものです｡
今月は､ 農村社会を見直し､ ｢農魂商才

のうこんしょうさい

｣(※) をキャッチフレーズに農業の再生を目指す ｢庄原
市農業自立振興プロジェクト｣ の概要についてお知らせします｡

※農魂商才とは
農業の魂を持ち､ 商の能力を高め､ 全国に庄原ブランドを行き渡らせ､ 定住社会を復活させたいという

決意と願いをこめたもの｡

������
������

�
儲
け
る
農
業�����

農農林林振振興興課課長長
小小笠笠原原 洋洋行行ささんん

今年からカボチャとエゴマの生産を始めた戸村勲さん・マサエさん夫婦 (川西町)



市
内
に
あ
る
農
林
業
関
係
の

第
３
セ
ク
タ
ー
を
ま
と
め
、
効

率
化
を
進
め
る
目
的
で
、
昨
年

８
月
に
市
が
１
０
０
％
出
資
し

た
㈱
庄
原
市
農
林
振
興
公
社
を

設
立
し
ま
し
た
。
関
係
の
第
３

セ
ク
タ
ー
の
事
業
を
継
承
す
る

と
同
時
に
、
農
林
産
物
の
販
売

促
進
や
山
菜
な
ど
の
新
規
商
品

開
発
を
進
め
る
こ
と
で
、
農
林

業
の
振
興
・
所
得
の
向
上
を
目

指
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
広
島
市
内
の
直

売
事
業
を
継
承
し
、
野
菜
な
ど

を
中
心
に
販
売
促
進
を
進
め
る

た
め
に
、
庄
原
市
内
全
域
か
ら

の
集
出
荷
体
制
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
農
作

業
の
受
託
作
業
も
継
続
す
る
と

と
も
に
、
流
通
し
て
い
な
い
山

菜
な
ど
の
商
品
化
へ
の
取
り
組

み
も
行
い
、
す
で
に
数
多
く
の

商
品
化
に
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

直
売
事
業
で
お
客
様
か
ら
よ

く
耳
に
す
る
の
は

｢

新
鮮
で
お

い
し
く
、
お
ま
け
に
安
い｣

と

い
う
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
庄
原

の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、

高
い
農
業
技
術
と
丹
精
こ
め
た

栽
培
に
よ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い

農
産
物
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い

る
証
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
庄
原
の
農
産
物
に
自

信
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し

｢

儲

け
る
農
業
の
実
現｣

の
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
事
業
推
進

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

公
社
で
の
主
な
事
業

・
広
島
市
内

(

江
波
店)

で
の

野
菜
な
ど
の
販
売

・
農
作
業
の
受
託
と
効
率
的
な

シ
ス
テ
ム
の
開
発

・
山
菜
な
ど
の
商
品
化
と
販
路

開
拓

・
農
産
物
の
新
規
商
品
開
発
と

販
路
開
拓

・
林
産
物
の
新
規
商
品
開
発
と

販
路
開
拓

農
林
産
物
の
販
売
や
開
発
な
ど

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

㈱
庄
原
市
農
林
振
興
公
社

庄
原
市
東
本
町
１－

８－
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自
信����庄原産�アピール

㈱庄原市農林振興公社
事業本部長

矢吹 正直さん

フラワーフェスティバルで庄原産の農産物を販売

公社が扱う新規商品

○
農
業
者
の
や
る
気
を
支
援

営
農
指
導
力
強
化

販
売
農
家
を
育
成
す
る
た
め
、

市
独
自
の
営
農
指
導
員
２
人
を

配
置
し
、
各
関
係
機
関
と
連
携

し
て
栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

儲
け
る
農
業
モ
デ
ル
づ
く
り

市
内
の
農
業
者
に
対
し
、
庄

原
市
の
環
境
に
根
ざ
し
た
農
業

モ
デ
ル
の
指
針
を
示
す
た
め
、

平
成
18
年
度
に
県
立
広
島
大
学

と
共
同
で
行
っ
た
市
内
農
家
の

調
査
・
分
析
結
果
を
基
に
、

｢

儲
け
る
農
業
モ
デ
ル
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク｣

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

繁
殖
用
和
牛
共
同
飼
育
推
進
事

業
和
牛
産
地
ブ
ラ
ン
ド
復
活
を

目
的
と
し
、
牛
舎
建
設
、
和
牛

導
入
を
３
戸
以
上
の
農
業
者
が

共
同
経
営
で
取
り
組
ま
れ
る
場

合
、
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

○
将
来
を
見
越
し
た
農
業
施
策

食
農
教
育
モ
デ
ル
事
業

農
業
後
継
者
を
育
成
す
る
た

め
、
庄
原
市
内
の
小
中
学
校
を

対
象
に
、
食
農
教
育
に
関
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
本

年
度
は
４
月
27
日
を
期
限
に
募

集
し
、
現
在
、
６
校
が
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

か
ん
た
ん
就
農
塾

新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
、

県
立
農
業
技
術
大
学
校
が
主
催

す
る
就
農
研
修(

基
礎
コ
ー
ス)

の
受
講
者
に
対
し
、
受
講
料
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

土
づ
く
り
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

堆
肥
を
活
用
し
た
地
域
農
業

の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
資
源
循
環
型

農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
堆
肥

利
用
、
土
壌
分
析
に
係
る
経
費

を
補
助
し
ま
す
。

農
業
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
践
業
務

農
産
物
の
販
路
開
拓
・
新
規

作
物
・
商
品
開
発
な
ど
の
実
践

業
務
を
強
化
す
る
た
め
、
昨
年

８
月
に
設
立
し
た

(

株)
庄
原

市
農
林
振
興
公
社
で
、
農
家
所

得
の
向
上
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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■
今
年
度
の
主
な
施
策

食農教育に取り組む口南小学校

堆肥を田んぼに散布



庄
原
市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
補

助
制
度
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

や
る
気
を
支
援
し
、
市
内
農
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
繁
殖
用
和
牛
共
同
飼
育
事
業

市
内
で
３
戸
以
上
の
農
業
者

で
組
織
す
る
農
業
団
体
に
、
共

同
で
繁
殖
用
和
牛
の
導
入
や
牛

舎
の
建
設
に
要
す
る
経
費
を
補

助
し
ま
す
。

○
共
同
飼
育
和
牛
導
入
事
業

要
件

・
補
助
対
象
と
な
る
繁
殖
用
和

牛
は
、
優
秀
基
礎
牛
お
よ
び

基
礎
牛

・
６
頭
以
上
の
繁
殖
用
和
牛
を

共
同
飼
育
す
る
場
合

(

た
だ

し
、
新
規
に
飼
育
を
始
め
る

場
合
は
３
頭
以
上)

補
助
額

年
間
導
入
繁
殖
用
和
牛
６
頭

以
内

(

新
規
は
３
頭
ま
で)

…
１
頭
当
り
10
万
円
以
内

年
間
導
入
繁
殖
用
和
牛
７
頭

か
ら

(

新
規
は
４
頭
か
ら)

…
１
頭
当
り
20
万
円
以
内

○
共
同
飼
育
施
設
建
設
事
業

要
件

・
６
頭
以
上
の
繁
殖
用
和
牛
を

共
同
飼
育
す
る
場
合

(

た
だ

し
、
新
規
に
飼
育
を
始
め
る

場
合
は
３
頭
以
上)

補
助
額

対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

◆
か
ん
た
ん
就
農
塾
事
業

新
し
く
農
業
を
始
め
た
人
や

こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
よ
う
と

す
る
人
で
、
広
島
県
立
農
業
技

術
大
学
校
が
主
催
す
る
就
農
研

修

(
基
礎
コ
ー
ス)

を
受
講
す

る
人
に
、
受
講
料
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

要
件

・
受
講
者
が
、
当
該
研
修
を
修

了
し
た
場
合
に
限
る

補
助
額

対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

◆
土
づ
く
り
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

○
堆
肥
利
用
促
進
事
業

堆
肥
を
利
用
し
た
安
心
安
全

の
農
作
物
の
栽
培
を
推
進
す
る

た
め
、
市
内
の
農
業
者

(

農
業

団
体)

で
対
象
の
堆
肥
を
年
間

１
ト
ン
以
上
購
入
し
農
産
物
生

産
に
使
用
し
て
い
る
者(

グ
ル
ー

プ
を
含
む)

に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
額

バ
ラ
売
り
堆
肥：

１
ト
ン
当

り
１
、０
０
０
円
以
内

袋
詰
め
堆
肥：

購
入
経
費
の

１
／
２
ま
た
は
１
袋
当
り
１
０

０
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

○
循
環
型
農
業
推
進
土
壌
分
析

事
業農

用
地
の
土
壌
分
析
に
要
す

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

要
件

・
事
業
主
体
は
、
農
業
協
同
組

合
と
し
、
農
業
者
か
ら
土
壌

分
析
を
受
託
し
行
う
こ
と

・
当
該
農
用
地
で
は
、
家
畜
ふ

ん
尿
堆
肥
を
利
用
し
て
農
産

物
を
生
産
し
、
循
環
型
農
業

を
推
進
し
て
い
る
こ
と

・
土
壌
分
析
の
回
数
は
、
農
用

地
１
枚
当
り
年
２
回
以
内
と

す
る

補
助
額

対
象
経
費
の
１
／
３
以
内

＊
こ
の
他
に
も
、
農
業
を
支
援

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

農
林
振
興
課
活
性
化
係

�(
０
８
２
４)

７
３-

１
２
２
７

ま
た
は
農
林
振
興
課
振
興
係

�(
０
８
２
４)

７
３-

１
１
３
２

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

私
の
地
域
で
は
、
４
年
に
一

度
公
開
さ
れ
る
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財

｢

大
山
供
養
田
植

え｣

な
ど
の
行
事
も
あ
り
、
和

牛
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
近
年
飼
育
農

家
の
減
少
に
よ
り
、
循
環
型
農

業
の
継
続
、
伝
統
文
化
の
継
承

が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
す
。
そ

こ
で
、
当
会
は
庄
原
市
が
実
施

し
て
い
る
補
助
制
度
を
利
用
し
、

牛
舎
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
際
、

地
域
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
牛
舎
整
備

後
、
和
牛
を
共
同
で
飼
育
す
る

意
識
は
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
こ
の
事
業
が
、

地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

広報しょうばら 2007.07

■�����
儲
け
る
農
業�������

補補助助金金でで牛牛舎舎をを整整備備ししままししたた
共同飼育施設建設事業補助金を活用

多多飯飯がが辻辻のの会会会会長長
広広谷谷 昌昌吾吾ささんん ((東東城城町町))
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